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球状星團といふもの
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一ルクレス星座のメシエ13榊蹴1899年胴舶クリ・リ反蜘・嫡

影・蹴2時閻・繊の躍糸勺3萬5千瀞派した中流は搬に大踊
鏡ではPt・t±1・tt上，肋酪の1ギ1カ・帽応えないが・面面ま500光年Eロち

3・000兆哩r・近い・毎秒180哩ゆ膿で我に概して居る・ヘノレ”ス座ゼ勧
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天球亡いつも肉眼で見える限りの星は・月のヂ杯yと同じ直裡の約4分の1の

轍内iC　tk．．・て鵬の」b　］’言鴨欝の三一骸くt；k布さ9L・鯛の外翫適

當隔離されて居り・9t一の中・C・に近づくに從って論評して居る・体系撫

望遠鏡に依って明らかに分解出面ない術ほ多く4）微光星がある事を曙示して，

淡曜霧概評まれて居るものと思は細雨乍ら，欝の多くの慨星

は長点に依る撮影では三崩が出怠る・「部分計算」にU〈一）て回した星の恥

此のヘノしクレス星團の最良の臨眞では50・000以上含んで居る事が識るし，又．．

暦張力な望遠鏡では此の敷が著しく増加するものと信ずる理山がある．

　全骨豊として，il・LV）二千ノ）ノ艮の聚合は凡て’r度「菅うじて肉眼に見える零呈慶であ

る・瞭・肋ない晩・光：・・E’1二魔E一！　itない所三才蔓ならば肉lueに見焔期

ではあるが・散在した星霧の襟な光貼としてヘル｝tレス座ゼ星の約5’；1ヒに超め
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られる，小望遠鏡では此の星霧歌の結節はよく見えるし，幾分彗星の頭部に似

て居る、然し大望遠鏡では之を星に分解して立派さを充分に現はして縛れる．

　前回に挿入の窩眞は，然し乍ら，此の星野の本當の姿を現はして居らす，其

の中心近くの星は實際相互に接解して，町鳶・稠密に構し込まれて居る様な間違

つた印象を與へる．此の場合星の爲眞像の大さは其の星の大さの濁度を現はさ

ない事を観測者は注意する必要がある．其の像は器械の不完全さと我が地球の

大氣が撮屯する影響とを受けて大いに振大される．星のディスクの實際の直径

は各々爲眞像の激千倍4，小さいと考へられる．それで球状星團の中心に：於てさ

へも，星は相互に解り密集して居らす，紗荘たる太洋に浮ぶ船のやうIC「自由

に活動出穿る多くの場所」がある．

　ヘルクレス星團は此の種の唯一の天膿ではなく，天文學者が球朕星團の名の

下に一緒lc分類したものは約100個が同様な構成のものであると知られて居

る．此の名穣はプレヤデス，ペレセペ或はメシエ11番の様な銀河の散開星團と

告別されて居るのが常である．此の球朕星團は次の如き特性に依って扇召められ

て居る．

　之等は（見掛け上の明るさに全て）除外的に極めて微光星よiノ成立して居る．

例へばヘルクレス星学にあっては其の最も明るい星でも肉眼で見える鮫微光星

，よりも尚250倍も淡いのである．

　星が明るさを訣く場合には，敏で償ふ．又大抵の球状星園では星の歎は敏千

乃至数萬敏へられるが，一一一・方散開群書では滅多に2・3百以上はない．「球朕」と

いふ名稻に依って諜る如く，「其の最も印象な特徴は星の分布が全く均齊を保ち

調和して居る事である．集合してよく目立つ中心から，星は大層漸次に叉凡て

4）方向に等等に淡くなって行くので，大自然の此の傑作；Z　iE｛しく驚異の瞳を瞠

るのである．勿論，室闇に於ける一一’一構成として此の星型を想像しなければなら

ないし，父其の均齊から球面或は球1伏の形をして居るものと結論が下せる．’只

注意して星の籔を調べると回国の髄系のある部分には少し許りではあるが・楕

率が認められて居る．一般に散開星團や星と違って，之等の球状星團は銀河の

方には密集して居らなV・．然し大塔不思議にも，殆んど凡ては天球の牛分に見

出される，
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見られな油画小さ欧翫あらう・此の多くの太陽を支配する勢力と遺稿

との繍駄濡鼠は斯番蹴全山魁均齊のと身聯【職をなして，之を維
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ほ論議中のもので，天文三者の解答は一致を見て居らない．

上記した三脚大きい事は詑W）球状鵬ロよ銀瀧託す面差鞠1乏

輝さへ超えて・察旧いて五三1魎旧く幽たmこあ繍を示す．之e，e、
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烈烈欝岬厭と相∫軌細論藍蝋て凹くや・

　　　　　　　　　　縦佃より餓き較の桝より前田治久
　　　　　　　　ウ　　　　　・ウ　　　　　φ　　　　　　ぐ

しgi’　240　1tiaり襯他儲昆狂脚雌劇1幌いふUt’figla・球油皿

が期系を顛メンバ】とする酪約25萬解もあ’・’“》）の駄ではあるヵ、
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